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抄録
2010年，英国では財政難からソーシャルケア分野の予算を大幅に削減される中，限られた予算の中
で最大の効果を生む政策が求められ，英国保健省（保健省）と地方自治体は政府外公共機関である
HSCIC（現NHS Digital）に対して，結果が見えるような新たなソーシャルケアデータの枠組みの構
築を依頼した．これは前例のない新たなデータ構築であり，ゼロベースレビュー（ZBR）プロジェク
トと呼ばれている．

ZBRプロジェクトは，次の⒜~⒠の 5 つの分野，⒜セーフガーディングステークホルダーグループ，
⒝EQ-CLステークホルダーグループ，⒞SALT（Short and Long Term support：短期長期サポート）ス
テークホルダーグループ，⒟ASC-FR（Adult Social Care Finance Return：成人ソーシャルケア給付金）
ステークホルダーグループ，⒠コミュニケーションズグループに分かれて，それぞれデータを構築し
た．収集したデータがソーシャルケアサービスを実践する現場の改善に繋がるように，2011年から数
年かけてデータの再構築（従来のデータ構造よりも，サービスの「ストラクチャ」や「プロセス」で
はなく「アウトカム」を重視した）を行った．例えばSALTデータでは，従来の施設の職員数やサポー
トの提供数に加えて，サポート提供後の状態（自立に繋がった等）の項目が追加された．収集された
データの一部はAdult Social Care Outcomes Framework(ASCOF）（ソーシャルケアの政策と実践に関す



J. Natl. Inst. Public Health, 70 (4) : 2021

英国におけるソーシャルケア基幹データの新たな構築 ―ゼロベースレビュー（ZBR）プロジェクトに基づいて―

439

I．はじめに

日本では，2007年「統計法」が60年ぶりに全部改正と
なり，公的統計は社会全体の情報基盤として位置づけら
れ，国に「公的統計の整備に関する基本的な計画立案」
「基幹統計を中心とした公的統計の体系的整備を図る」
等の義務が生じた．一方で，利用者は，統計調査で収集
された情報を，統計の研究や教育など公益に資する場合
に，個票を用いて解析するなど，二次利用することが可
能となった[1]．このように統計データの活用の利便性
の高まりとともに，行政施策の計画や評価を根拠（エビ
デンス）に基づいて進めるという「エビデンスに基づく
施策（Evidence-Based Policy Making：EBPM）」が一層
推進されることが期待されている.

EBPMは英国ではブレア政権以来約20年にわたって積
極的に推進されており，アメリカもまたEBPMをいちは
やく取り入れ強力に推し進めている[2]．日本は現在積
極的にEBPMの取り組みを進めているが，政策実務者，
研究者の中に，「政策形成に役立つ統計データや調査研

究が少ない」ことが問題であると指摘する者も少なくな
い[3].
この課題に関し，英国では2008年以来長期的な経済危
機に瀕した際，成人のソーシャルケア予算が過去 4 年間
で総額35億ポンド減額される[4]など，予算が逼迫する
中，低予算で最大の効果をあげるために政策を正しく評
価し，政策に還元できるような新たな公的統計データの
構築を目指した．これはゼロベースレビュープロジェク
ト（ゼロからのデータの枠組みの構築プロジェクト：以
下ZBRプロジェクト）と呼ばれている．このZBRプロジェ
クトにより，ソーシャルケアの分野（ここで言うソーシャ
ルケアとは，快適に生活するために特別なサポートを必
要とする人々のための公的機関や民間企業によるケア，
援助を意味する[5]）において,データの枠組みを作り直
し，政策に還元される良質なデータが構築されている.
この事例は，日本の今後の「統計データ」のあり方
に関し大いに参考になると思われる. 本稿は，ZBRプロ
ジェクトにより，データ収集を新規に構築したこと（ZBR
プロジェクト発足の背景，組織，構築されたデータ等の

る地方自治体の達成状況の評価指標）等に反映され，NHS Digitalのホームページで地域ごとに図示（見
える化）されている．これは地方行政等，議会 ，地域 ，国レベルで活用され，適宜データ項目の修
正が行われている．
この英国におけるソーシャルケア基幹データの新たな構築の取り組みは，現在society 5.0における

「データ駆動型社会」の実現に取り組んでいる日本にとって参考になると考える．

キーワード：ゼロベースレビュー（ZBR）プロジェクト，アウトカム指標，ソーシャルケア

Abstract
From 2010, English local authority budgets for social care were drastically reduced due to financial dif-

ficulties, and policies that produced the maximum cost effectiveness were required. The Department of 
Health (DH, now DHSC) asked the Health & Social Care Information Centre (HSCIC, now NHS Digital), 
a non-departmental public body, to co-produce a new social care data framework that better measures the 
results. This was an unprecedented new data production project, the Zero-Based Review (ZBR).

The ZBR project is divided into five areas: (a) Safe Guarding Stakeholder Group, (b) EQ-CL Stakeholder 
Group, (c) SALT (Short and Long Term support) Stakeholder Group, (d) ASC-FR (Adult Social Care Fi-
nance Return) Stakeholder group, (e) Communications group.

Traditional data shows the support system and status, such as the number of service users and the num-
ber of supports provided, but the SALT data shows the state after the care assessment. New items such 
as leading to independence, leading to long-term support, transition to end-of-life care, refusal of support, 
etc. have been added. The ZBR project emphasized “outcomes” rather than traditional service “structures” 
or “processes” so that the data collected can improve the practice of delivering social care support.  Some 
of the data is reflected in the Adult Social Care Outcomes Framework (ASCOF), an important indicator set 
of local government achievements in social care policies and practices. The ZBR project started in 2011, 
and the data was constructed over several years. The data items are still being revised as appropriate in re-
sponse to the revision of the law and social care policy.

We believe that examining this new construction effort for social care data in England will also be helpful 
for Japan, which is currently working on the realization of a “data-driven society” in society 5.0.

keywords: Zero-Based Review (ZBR) Project, outcome index, social care
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説明，ZBRプロジェクトの成果）を日本に紹介すること
を目的とする.

II．ZBRプロジェクト発足の経緯

英国において国の統計データを提供するのはNHS 
Digitalである．NHS Digitalは，政府外公共機関（executive 
non-departmental public body：中央政府の政策過程にお
いて役割を有しているが，政府府省またはその一部では
ない組織）であり[6]，全国規模の医療・ソーシャルケ
アにおける情報・データ・ITシステムの提供者としての
位置を築いており，主に保健省からの資金により運営さ
れている[7]．ソーシャルケアサービスに関するデータ
を国内の地方自治体から収集し公開することが大きな役
割であり，ソーシャルケアサービスに関する幅広いデー
タや，財政支出に関するデータを収集している[8].
しかし，2010年頃には従来のデータが，法制度や社会

情勢の変化（例えば，予防的アプローチ[9]という新し
い制度や，「個人予算」[10]の利用者の割合上昇など）
に追いつかなくなり，既存のデータ項目では政策の効果
を評価できなくなってきた[11]．この状況の下，ZBRプ
ロジェクトは，行政のソーシャルケアサービスを正しく
評価し，政策に還元できるデータの構築を目指した．限
られた予算の中で最大限の成果を上げるべく，ケアのプ

ロセスを重視した中央集権型の統計から，ケアの成果（ア
ウトカム）を重視する地方自治体主導の統計へ，データ
の収集方法や内容を一新することがZBRプロジェクトの
大きな課題であった[12].

III．ZBRプロジェクトの組織体制

ZBR始動にあたり，まず問題となったのはNHS Digital
の職員の多くがデータ分析の経験や知識はあるものの，
地方自治体の行政施策に関して知識不足であった点であ
る．このため，新データの収集において，全国の地方自
治体から公募で選抜された出向職員を受け入れ，どのよ
うなデータを集めたらよいか，集めたデータをどのよう
に解析し活用すべきかについての助言を受けた[13]．ま
た，地方自治体にソーシャルケア顧客データベースを提
供しているソフトウェア会社の社員が，ボランティアで
技術サポートを行うこともあった．これにより地方自治
体は，新しいデータ収集に関わる必要な準備（新しいソ
フトウェアを使う技術トレーニング等）を進めることが
でき，一方でソフトウェア会社は，地方行政の新たな動
きを早い段階で入手し自社システムの変更や向上に活
かすことが可能になった．ZBRのメンバーはNHS Digital
職員と地方自治体からの出向職員に時にボランティアス
タッフが加わる形で構成され，プロジェクトごとに関連
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図 2　ZBR の運営形態（各種組織, 検討委員会, 利害関係者グループとの関係）

図 1　プロジェクトの発足
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団体のメンバーが加わり専門知識を提供した.
ZBRプロジェクトに関わる団体は，代表的なものとし

て英国保健省（Department of Health），成人ソーシャル
部門ディレクター協会（Association of Directors of Adult 
Social Services：ADASS [14]），地方政府協会（Local 
Government Association：LGA [15]），ケアの質委員会
（Care Quality Commission：CQC[16]）が存在し，プロ
ジェクトで重要な役割を果たした．ZBRプロジェクトの
共同出資者である英国保健省は，行政施策や統計の専門
知識を提供し，プロジェクトを遂行する上で生じる問題
に随時専門的なサポートを行っており，同じく共同出資
者であるADASSは,ソーシャルケアサービスの経験・知
識を豊富に持ち，特にセーフガードの部分や，財政に関
するデータ作成のサポートに寄与した．またCQCは提
供されるケアの品質と改善をモニタリングし，監査する
役割を担っていた.

ZBRプロジェクトは下記の⒜～⒠の 5 つの分野のス
テークホルダーグループ（利害関係者グループ:SHグ
ループ）,
⒜被介護者の保護や虐待を扱う「セーフガーディングス
テークホルダーグループ（SafeGグループ）」
⒝人種，宗教，年齢等，を扱う「EQ-CLステークホルダー
グループ（EQCLグループ）」,
⒞ソーシャルケアサービスの内容，を扱う「SALT（Short 

and Long Term support:短期長期サポート）ステーク
ホルダーグループ（SALTグループ）」,
⒟ソーシャルケアサービスの財務情報,を扱う「ASC-

FR(Adult Social Care Finance Return：成人ソーシャル
ケア給付金）ステークホルダーグループ（ASCFRグ
ループ）」
⒠その他「コミュニケーションズグループ（COMグルー
プ）」
から構成され，基本的にはグループ単位で運営された.

プロジェクトマネージャーや上記の 5 つのSHグルー
プのリーダーはNHS Digital担当部長の管轄するZBR役
員会（ZBR Programme Board）の管理下にあった．ZBR
役員会には，保健省やADASS，CQCの様な外部組織の
代表者も含まれた．その会議では役員が提起したリス
クや課題が議論され，SHグループからの質問に解決策

を示す他，そこで解決できない課題はZBR役員会の上部
機関である，アウトカム・情報向上役員会（Outcomes 
and Information Development Board：OIDB）に委ねられ
た．OIDBは，NHS DigitalやLGA，CQCの代表者で構成
され，保健省とADASSが共同議長を務める，ソーシャ
ルケア部門を横断した役員会であり，LGAやCQCの取締
役やマネージャーの他，NHS Digitalのプロジェクトマ
ネージャーやZBRプログラムの役員も参加していた[17]．
OIDBは高度なレベルの課題に対する決定を行い，プロ
ジェクト全体の舵を取った.
上記の通り，ZBRプロジェクトでは，英国保健省職員
や，地方行政官，統計専門家，ソーシャルケア専門家，
財政関連団体の職員など，多くの職種の人々がデータの
枠組みの構築に携わっており，多角的な視点で議論が交
わされた．このように行政施策の動きやアウトカムの測
定を見据えて公的統計のデータセットを構築したことは
注目に値する.

IV ．ZBRプロジェクトに基づいた新たなデー
タ構築

SHグループ⒜-⒠は，それぞれデータの枠組みの構築
を進めた.
⒜SafeGグループは被介護者の保護や虐待に関連す
る 3 つのデータセット，①サポートが必要な人々への
身体的精神的虐待データ（Abuse of Vulnerable Adults 
return：AVA[18]），②自由剥奪のためのセーフガードデー
タ（Deprivation of liberty safeguards：DoLS[19]），③精
神衛生法に基づく後見人データ（SSDA702 return[20]）
の変更草案を作成し，2013年 4 月からデータの収集を開
始した.
⒝EQ-CLグループはAVA，SALT，ASC-FRの 3 つのデー

タに対して適用されるEQ-CL（Equalities and Classifica-
tions framework：公平分類体系）[21]と呼ばれる新しい
枠組みを構築し，人種，宗教，年齢等の主要な属性デー
タを定期的に反映した.
⒞SALTグループと⒟ASC-FRグループは，既存のソー

シャルケアサービスのデータと財政に関わるデータの収
集法を一新し[22]，SALTとASC-FRという新しいデータ
セットを作成した．SALTとは短期サポートおよび長期

Skills for Care

NHS Digital

152 Local Authorities with Social Services Responsibilities

Department of Health

Workforce data

Adult Social Care Outcomes Framework(ASCOF)

SAR data SSDA702 
data DoLS dataSurvey data SALT data ASC-FR 

data

図 3　英国ASCOFデータの枠組み（2014～2015年）
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サポートの被介護者，ケアラー，サポートの内容等を集
計しサービスを受けたあとの状態を追跡したデータであ
り，サポート後の被介護者の自立を最大限に引き出すこ
とに主眼を置いている[23]．一方ASC-FRはソーシャル
ケアにかかる支出や収入，助成金などの財務情報を提供
することで中央政府と地方自治体の業績評価を行うこと
を目的としている．一人あたりのソーシャルケアのコス
ト（ 1 週間あたりに受けるサービスのコスト）の計算に
も用いられる[23].
残る⒠COMグループは地方自治体やデータシステム

会社に新たなデータ構築の進捗状況を伝え，新しいシス
テムを取り入れる準備を進めるための橋渡しの役割を果
たした.
今日NHS Digitalが取り扱うソーシャルケアサービ

スのデータは，survey data，SALT data，ASC-FR data，
SAR data，SSDA702 data，DoLS dataがあり，各々のデー
タは152の地方自治体から収集している.

V ．ZBRプロジェクトに基づいた既存データの
変更

ZBRプロジェクトによるデータの変更の中で重要な点
は，提供されるサービスやサポートの「職員の体制や，
施設・設備の状況（ストラクチャ）」や「サポート内容（プ
ロセス）」だけではなく「結果（アウトカム）」のデータ
を収集したことである（一部データについては，その後
削減・簡素化を行った）[24].

SALTデータとASC-FRデータの枠組みは2013年 5 月に
公表され，2014年 4 月からデータ収集が始まった．SALT
は従来収集していた類似データ（RAP：Packages of Care 
returnやASC-CAR：Adult Social Care Combined Activity 
Return）と比較して，被介護者のサポート提供後の状態
（自立に繋がった，長期サポートに移行した，終末期ケ
アに移行した，サポートの拒否等）の項目を新たに追加
している[25]．従来のデータは施設の職員数やサポート
の提供数など，サポートの提供体制・状況を表すもので
あったが，サポート後の「結果」を重視してデータを新
たに構築したことは大きな変更であった.
セーフガードに関しては，AVA，DoLS，SSDA703の
既存の 3 つのデータの変更草案を作成し，2013年 4 月か
らデータ収集を始め，2014年に公表している[26]．その
後，AVAをSAC（Safeguarding Adults Collection [27]）と
いう新たなデータに置き換え，データ項目数はAVAと比
較して大幅に削減された（データの項目数がAVAは2070
項目であるのに対してSACは191項目[28]）．データは虐
待およびネグレクトからの保護活動の結果に焦点を当て
たものであり，保護サポートの内容や保護対象者の属性
だけではなく，サポート後の状態（継続的な監視をおこ
なった，カウンセリング・治療を行った，警察の介入が
あった，民事訴訟，不明，等）のデータも収集している[29].
既存するデータ収集方法の主な変更と新しいデータ収

集方法の開発は2013年時点で一旦完了したが，2014年の
Care Act[30]改訂の影響を受けて，データの見直しが行
われた[31]．Care Act改訂は，英国ソーシャルケア政策
の過去60年間の歴史において抜本的な改訂であり，個人
のニーズに合ったオリジナルのケアとサポートのプラン
が必要である事を定め，どのような財源でソーシャルケ
アを実行するのかという内容が示されている[32]．地方
政府は，ケアを必要とする人に対して本人主導の個別性
の高いサービスを提供することが求められるとともに，
公的「個人予算」を受ける権利を保障することや，ケア
ラー（主にインフォーマルケアサービスの提供者，家族
介護者）を支援することなど，新たな役割・義務が生じ
た.
この改訂の内容に即してデータに変更が加えられた．
個人の特性に合った個別性の高いサービスの提供とい
う課題に関しては，SACデータに「希望したアウトカム
（desired outcomes）」という新たな項目が追加され，個
人の属性や慣習などの背景に基づく目標が設定されると
ともに，目標の達成度合いも集計されている[33].
また，ケアラーの保護の観点から，SALTデータに「ケ

アラーに対する直接的，間接的なサポート」の項目が新
たに追加され，被介護者とケアラーの両方の視点からケ
アを評価する動きが高まっている[34].
その他に，近年注目されている「予防」の観点につ
いては，SACデータの「concerns」という項目は，虐待
防止を目的として「虐待懸念事項」が示されており[33]，
SALTデータ・ASC-FRデータは「ST-Max[35]」と呼ばれ
る期間限定の自立支援サポートの項目を設けている．こ
のデータにより個人の自立性を最大限に引き出すサポー
トがどの程度行われているかを明確にし，地方自治体に
よる継続的なサポートの必要性を減らすことを目的とし
ている.

VI．プロジェクトの成果

ZBRプロジェクトによるデータ構築の重要な点は，サ
ポートのアウトカムに重きをおいた点である．上の章で
述べた通り，ZBR前のデータに比べ，ZBRで収集を始め
たデータはソーシャルケアのサポートがもたらした成果，
結果を調査する項目が増加している．（ZBRプロジェク
トに関して先行する学術論文等は見つからないが，デー
タの項目内容を精査し確認を行った.）
収集されたデータはNHS Digitalのホームページで地
域ごとに図示（見える化）され，情報共有を図るととも
に，データは議会，地域，国レベルで利活用されている．
（図 4 はASCOFのアウトカム指標1A：「Social care-re-
lated quality of life score」（社会的ケア関連QOL）におい
てHarrow地区の数値が18.4で地域18.6，イングランドで
19.1，全国で131番目の値であることを示している.　ま
た図 5 はASCOFのアウトカム指標1Aにおいてロンドン
の数値が18.6で，イングランド19.1を若干下回っている
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ことを図示している.）
特にSALTデータは各地方自治体の評議会など，ソー
シャルケアを議論する場で大いに活用され，収集データ
をもとに問題点を洗い出し今後の課題が検討されている
[36].

ASCOF[37]はケアのサポート・サービスがどの程度達
成できているかを測定し，自治体の業績を評価する指
標であり,英国で住民の「健康・well-being」を把握する
ために2011年に開発された[38]．ZBRで収集した新たな
データは，ASCOFに反映され，地方自治体が主導する

ソーシャルケアサポートの業績結果を測るエビデンスと
なっている．この結果に基づき各自治体は更なる施策改
善に努める，という流れがそこに存在している.
以上のように英国では，ソーシャルケアの政策上重要
な案件について，プロジェクトのスタート時からステー
クホルダーグループでデータの枠組みを検討し，収集し
たデータを地方行政のアウトカム指標に繋げるという動
きが広まっている．ZBRプロジェクトはその礎を築いた
と言える.

図 4　収集されたデータの応用例1（各地域の結果の水準地図への応用）

図 5　収集されたデータの応用例2（各地域の結果の水準グラフへの応用）

出典： NHS Digital Social Care Collections   2020.11.24.アクセス
https://app.powerbi.com/view?r=eyJrIjoiMjljY2YwOGItMzJjYi00MWQ4LWI0MzktODFjMzJmMzM4M
zRkIiwidCI6IjUwZjYwNzFmLWJiZmUtNDAxYS04ODAzLTY3Mzc0OGU2MjllMiIsImMiOjh9

出典： NHS Digital  Social Care Collections   2020.11.24.アクセス
https://app.powerbi.com/view?r=eyJrIjoiMjljY2YwOGItMzJjYi00MWQ4LWI0MzktODFjMzJmMz
M4MzRkIiwidCI6IjUwZjYwNzFmLWJiZmUtNDAxYS04ODAzLTY3Mzc0OGU2MjllMiIsImMiOjh9
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VII．日本の課題

日本では，昭和22年（1947年）に施行された「統計法」が，
平成19年（2007年）に60年ぶりに全部改正となり，公的
統計は行政利用だけではなく，社会全体で利用される情
報基盤として位置づけられた.
この法改正によって，現在，統計データ（基幹統計調

査，一般統計調査等）は総務省ホームページ（e-stat）
[39]などから電子データの形で即時的に利用することが
可能となり，利用者にとっての利便性が高まった．しか
し残念ながら，福祉や介護に関連するソーシャルケア
サービスの統計データは，実態・状況調査や財政に関す
るものが多く，サービスの内容や被介護者の満足度，そ
の後のアウトカム等を表すデータは，公開データには含
まれていないようである[40]．中央政府や各地方自治体
が統計データを行政施策に活かすためには，本質的に以
下の 3 点が重要と考える.
⑴行政立案するためにはデータをもとにした客観的な
エビデンスが必要であるという共通認識をもつこと
⑵「統計データを行政施策の改善に役立てる」という
視点でデータの枠組みを再構築すること．そのため
には「ストラクチャ」や「プロセス」等のデータに
加えて「アウトカム」の概念を重視し，施策の評価
に必要な統計データを設計するなど，既存の基幹統
計の内容を整理・修正すること.
⑶収集するデータを整理・修正する際には，施策に携
わる地方自治体職員，情報専門スタッフ，施策に関
連する団体職員など利害関係者を交えてデータの枠
組みを検討すること.
特に，日本は超高齢社会に突入し，人口減少と経済規
模の縮小，またこれに伴う社会保障制度と財政の持続可
能性など，大きな問題が山積されている中，英国のソー

シャルケアの自治体評価（ASCOF）にあたる共通の福
祉サービスやケアに特化した評価の枠組みの実用化には
至っていない．健康寿命の延伸や，財政の持続性を検討
するためには，行政施策等の効果を利用者視点やケアの
社会的側面から考慮して評価する，すなわちアウトカム
指標の確立が必要であり，それをケアシステムの改善に
結び付けていくことが課題であると考える.
現在，ASCOFの一部として実用化されているASCOT
（Adult Social Care Outcomes Toolkit）の日本語版が開発
され，ケアのアウトカムの指標開発が日本においても進
みつつある[41]．またe-stat等を使うことで自治体ごと
の統計データを図表化することが可能となっている．今
後「施策」の現状把握，改善の実施に，どのようなデー
タが必要か等を，議論の場の初めの段階から利害関係者
を交えて総合的に検討し構築していくことは，より実態
に即した状況把握・改善に繋がるという意味で重要であ
る.
世界でも類を見ない速さで高齢化が進む日本において，
国民全員が活躍でき，幸せに暮らしていくためにどのよ
うな社会基盤を整えていくかは重大な課題の 1 つであ
る．日本政府は日本の今後の成長戦略として「未来投資
戦略2018」を掲げ，IoT，ビッグデータ，人工知能を使っ
て社会問題を解決するSociety5．0の実現を目指している．
Society5.0は，課題の解決と新たな価値の創造が進めら
れる「データ駆動型社会」であり，データの取得がその
基本となる．そのためいかに有益なデータを構築するか
が重要であり，官民一体となってデータの枠組みを構築
したZBRの事例は，大いに参考になると考える.

利益相反

なし

図 6　統計法改正の概要　　　
出典： 厚生労働省　審議会　2020.11.24アクセス 

〈https://www.mhlw.go.jp/shingi/2008/10/dl/s1031-8h.pdf〉より著者作成

平成19年 統計法の改正点 「社会の情報基盤としての統計」へ
新しい統計法の4本柱
1 公的統計の体系的・計画的整備の推進

公的統計の総合的・計画的な整備を政府全体で進めるため、閣議決定によって基本計画を定めます。 計画の作成に当
たっては、統計委員会での調査審 議や意見公募（パブリック・コメント）を経ることとしています。また、実施状況のフォロー
アップを行い、概ね5年ごとに計画の見直し・変更を行います。

2 統計データの有効利用の促進
学術研究目的などのために、オーダーメードで集計された統計の提供を受けたり、匿名データ（統計調査によって集めら
れた情報を個人や企業が特定できない形に加工したもの）の提供を受けて統計の作成に用いることができます。

3 統計調査の対象者の秘密保護の強化
統計調査によって集められた情報などを統計の作成に関連する目的以外に利用・提供した者や、守秘 義務規定に違反
した者に対する罰則を整備強化しま した。 例） 守秘義務違反 「1年以下の懲役又は10万円以下の罰金」 ⇒ 「2年
以下の懲役又は100万円以下の罰金」

4 統計整備の「司令塔」機能の強化
統計委員会を内閣府に設置し、基本計画の案や基幹統計などに関する調査審議を行うとともに、関係大臣に必要な意
見を述べることで、公的統計の体系的整備における中核的な役割を担います。
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